
質問順序 氏 名 質問方式 質 問 日

１ 豊 嶋 太 一 一 括 ６月５日

２ 長　谷　川 由 美 一 括 〃

３ 菊 池 雅 介 一 括 ６月６日

４ 金 田 俊 信 一 括 〃

５ 阿 部 英 光 一 括 〃

６ 吉 川 ひ　か　り 一 括 〃

７ 山 口 順 平 一 括 ６月９日

８ 藤 村 優　佳　理 一問一答 〃

９ 杉 本 啓 子 一問一答 〃

１０ 木 山 耕 治 一 括 〃

１１ 滝 口 友 美 一 括 〃

１２ 水 本 定 弘 一 括 ６月１０日

１３ 藤 本 恵 祐 一 括 〃

１４ 新 倉 真 二 一 括 〃

１５ 清 野 匡 志 一 括 〃

１６ 柾 木 太 郎 一 括 〃

一 般 質 問 通 告 一 覧 表



要旨 または 小項目及び要旨

(1) 子ども・子育てへの支援について
・配慮が必要な子どもやその家族への相
談を含めた支援の在り方について問う。

(2) 高齢者への支援について
・要支援から要介護の方々に合わせた相
談を含めた支援の在り方について問う。

(3) 障がい者への支援について
・平常時から災害や緊急時等幅広いニー
ズを踏まえた相談を含めた支援の在り方
について問う。

(1)
それぞれの相談機関の連携及び協
力を進めるための方針について

・さまざまな支援に係る関係者（当事
者・家族・行政・事業者・医療関係者
等）による相互連携を行うためのＩＣＴ
の積極的な活用についての本市の見解を
問う。

(2)
「制度・事業中心」から「本人・
世帯中心」への課題の変化をどの
ように捉えているかについて

・新たな支援の在り方として「伴走型支
援」に対する本市の見解について問う。

(1)
慢性的な介護人材不足における本
市の見解について

・約30年前から言われてきた少子高齢化
と介護人材不足に対する本市の見解を問
う。

(2)
陳情の採択を踏まえたその後の取
組について

・令和７年第１回定例会における陳情を
受けて、これまでどのような検討及び検
証を行ってきたか問う。

(3)
本市独自の人材確保に向けたイン
センティブの考え方について

・近隣市町村における介護人材確保に向
けたインセンティブについての調査研究
を踏まえた本市の見解について問う。

(1)
茅ヶ崎市が目指す公共施設貸館の
在り方について

・今後のあるべき姿をどのように捉えて
いるか伺う。
・各施設の設置目的はさまざまである
が、貸館について全体像をどのように捉
えているか伺う。

(2)
貸館に対するニーズの把握とその
反映について

・貸館に対するニーズをどのように捉
え、利用を促進するために反映させてい
るか伺う。
・子どもが安全・安心に過ごせる場所と
して機能させることについて伺う。

(1)
茅ヶ崎市の振興政策の展開につい
て

・現状と今後の展開について伺う。

(2)
有機農業等、特徴のある取組によ
る振興について

・特徴ある取組を創出、展開することに
ついて伺う。

１

中項目

２

長谷川　由美

（６月５日）

一括

１
包括的な支援
体制の整備に
ついて

１

公共施設等の
利用ニーズに
合わせた運用
について

質問順番・氏名
(質問日・質問方式)

大項目

豊嶋　太一

（６月５日）

一括

２
茅産茅消を進
める農業振興
策について

重層的支援体
制の構築につ
いて

３
福祉現場にお
ける人材確保

について

２

2



要旨 または 小項目及び要旨中項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目

(1) 共益費等の徴収の現状について
・共益費等の徴収の現状把握のため、市
営住宅の稼働戸数と入居世帯数、入居者
の年齢層等について問う。

(2) 共益費等の徴収の今後について

・他自治体、神奈川県の事例についての
見解を問う。
・共益費等の徴収の今後について市の見
解を問う。

(1)
教職員が受けているハラスメント
について

・茅ヶ崎市カスタマーハラスメント対応
方針が令和７年３月に策定された。公立
小・中学校の教職員がハラスメントを受
けている現状を市としてどのように把握
されているのかを問う。

(2)
学校で受ける電話の適切な対応に
ついて

・本庁舎等で導入された通話録音装置と
同様の機器を公立小・中学校に導入する
ことに対しての市の見解を問う。

(1)
下水道施設の老朽化対策と耐震化
について

・現状と課題を問う。
・今後の取組を問う。
・国が推進するウォーターＰＰＰについ
て、メリットとデメリット及び導入の可
能性に関する具体的な検討事項を問う。

(2)
道路・橋梁の老朽化対策と整備に
ついて

・現状と課題を問う。
・今後の取組を問う。

(1)
「核兵器廃絶平和都市宣言」から
40年、節目での取組について

・施策実施に当たり、例年と比較しての
強調点を問う。
・市民等への周知啓発の重要性について
問う。

(2)
戦争体験等を次代に伝える取組に
ついて

・資料として収集、保存する意義を問
う。
・学校教育や社会教育での活用を問う。

公共インフラ
の維持管理に
ついて

２
平和行政につ
いて

４

金田　俊信

（６月６日）

一括

３

菊池　雅介

（６月６日）

一括

１

市営住宅入居
者のさらなる
福祉向上に向
けて

１

市立小・中学
校の教職員の
働き方改革に
ついて

２
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要旨 または 小項目及び要旨中項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目

１

高齢者に対す
る見守り体制
のさらなる充
実について

(1)
行方不明者の早期発見に向けた支
援施策について

・認知症等の方が行方不明となってし
まったご家族の支援に必要な施策及び支
援体制について現状と課題を問う。
・行方不明者の捜索に必要な情報ツール
及び通報手段などのこれまでの施策に加
え、新たな施策についての検討状況等に
ついて問う。

(1)
茅ヶ崎市地域公共交通計画の取組
状況について

・コミュニティバス、予約型乗合バスの
サービス水準の見直し状況について、現
状と課題及び今後の方向性について問
う。
・地域に適した交通手段の形成事業につ
いての検討状況を問う。
・民間事業者との連携検討について、ど
のような連携が行われているのか進捗等
を問う。
・公共交通手段の情報を一元管理・提供
することについての検討状況及びＩＣＴ
活用の可能性について問う。

(2)
移動手段が限られる高齢者に対す
る公共交通の取組について

・自動車・バイクでの移動手段がなく、
自転車での移動が厳しい北部地域等、平
坦ではない地域にお住まいの高齢者が便
利で安心して利用できる移動手段等、地
域のニーズに応じた移動手段の検討状況
等について問う。
・公共交通への市負担率を改善するため
の検討について問う。

(3)
新たな移動手段の検討状況につい
て

・これまでにない移動手段の提供につい
て、民間企業や研究機関との連携や投資
することについての見解等を問う。

(1)

本市における有機フッ素化合物
（ＰＦＡＳ）を含めた公共用水域
における化学物質の調査状況につ
いて

・ＰＦＡＳ等の直近の計測値とそれに対
する市の分析について問う。

(2)
水道水や飲用井戸の安全性確保の
ためのＰＦＡＳ対応及び取組等に
ついて

・市民から水道水や飲用井戸に関する問
い合わせ等があった場合の市の具体的な
対応等について問う。

(3)
有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）へ
の取組及び今後の対策等について

・今後の対応や検査体制について問う。
・令和７年実施の環境省によるパイロッ
ト調査事業への参加の目的等について問
う。

２

市内外への移
動が安心でよ
りよくできる
ために

５

阿部　英光

（６月６日）

一括

６

吉川　ひかり

（６月６日）

一括

１
茅ヶ崎市の化
学物質対策に
ついて
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要旨 または 小項目及び要旨中項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目

(1) 脱炭素ちがさき市民会議について
・脱炭素ちがさき市民会議の提案の取り
扱いについて問う。

(2) 脱炭素社会づくりの広報について
・すべての人に届ける情報・教育につい
て市の考えを問う。

(3)
茅産茅消の観点から農業への市民
参画推進について

・市民が農業に触れる機会づくりについ
て市の考えを問う。

２
持続可能な農
業に向けた取
組について

(1) 地域計画の策定について

・農業の将来の在り方に向けた農用地の
効果的かつ総合的な利用に関する目標の
考え方について問う。
・地域計画策定に至る協議の進め方につ
いて問う。
・地域計画を踏まえた今後の施策につい
て問う。

(1)
茅ヶ崎海岸グランドプラン推進事
業について

・茅ヶ崎海岸グランドプランの中期の計
画等について問う。
・市民、地権者等及び行政の三位一体と
なる海岸づくりの考え方等について問
う。

(2)
道の駅湘南ちがさきや茅ヶ崎ゴル
フ場区域など、周辺施設との一体
となった計画推進について

・茅ヶ崎海岸周辺区域と一体となった計
画推進に向けた市の考えを問う。

(1) 待機児童の現状と課題について ・令和７年度の現状及び課題を問う。

(2)
待機児童解消に向けた取組につい
て

・待機児童解消に向けた市の具体的な取
組を問う。

(3) 指定管理者の指定について
・放課後児童クラブ運営に関する課題認
識について問う。

(1)
学校支援スタッフ（ふれあい補助
員・ＳＣ・ＳＳＷなど）について

・支援に当たるスタッフの役割と配置及
び課題について問う。

(2)
いじめ対応における判断基準の明
文化と体制強化について

・各事案に対し、統一した判断基準や運
用ルールを明文化するとともに、その策
定に専門家の関与を求めるべきと考える
が、見解を問う。

(3)
保護者との信頼構築と情報伝達の
透明化について

・当該保護者との関わりについて問う。

(4)
今後の改善と市全体での統一的運
用に向けて

・支援スタッフの役割や責任範囲をガイ
ドラインとして文書化し、全校に共有す
る計画について問う。

２

学校支援体制
といじめ対応
の整備につい
て

８

藤村　優佳理

（６月９日）

一問一答

１

脱炭素社会の
実現に向けた
市の取組につ
いて

１
放課後児童ク
ラブについて

７

山口　順平

（６月９日）

一括

３
茅ヶ崎海岸の
あるべき姿に
ついて
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要旨 または 小項目及び要旨中項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目

１

茅ヶ崎市公共
施設のテニス
コートについ
て

(1)
テニスコートのサーフェス（人工
芝）の張り替えや修繕、維持管理
等について

・各庭球場の人工芝の全面張り替えを
行った時期及び現在までの使用年数を問
う。
・サーフェスの耐用年数（７～10年）に
対して、市はどのような全面張り替え計
画を作っていたのかを問う。
・各庭球場の現在までのサーフェスの修
繕状況や、今後の全面張り替え計画等に
ついて問う。

２

コミュニティ
センターなど
地域集会施設
の指定管理に
ついて

(1)

まちぢから協議会やコミュニティ
センター管理運営委員会がコミュ
ニティセンターの指定管理者と
なっていることについて

・まちぢから協議会、認定コミュニティ
としてのまちぢから協議会、指定管理者
としてのまちぢから協議会、コミュニ
ティセンター管理運営委員会の相互の関
係性やシステムの問題点等について問
う。
・指定管理者になることを断る自由や権
利等について問う。
・パワハラが発生している現状について
の対策を問う。

(1)
将来を見据えたまちづくりのビ
ジョンについて

・人口減少期に突入した本市において、
ちがさき都市マスタープランに掲げられ
たまちづくりのビジョン、方向性の妥当
性などの見解、現状と課題等を問う。ま
た、令和６年６月に発表された中間評価
報告書を踏まえた対策と茅ヶ崎市実施計
画2030策定に向けどのように協議を進め
ていくのか等について問う。

(2)
茅ケ崎駅南口駅前広場整備事業に
ついて

・バリアフリー化や構造物の老朽化対
策、道路舗装などを今後どのように進め
ていくのか、現状と課題について問う。
また、渋滞対策や周辺道路の整備、関係
機関との協議等どのように進めていくの
か、市が考える将来的ビジョン等を問
う。

(1)
放課後児童クラブの待機児童対策
について

・放課後児童クラブ待機児童解消対策に
ついて、既存施設のさらなる活用が重要
と考えるが、現状と課題、今後の方針に
ついて問う。

(2)
配慮が必要なこどもとその家庭へ
の対応等について

・家庭児童相談や養育相談の件数が近年
増加傾向にあり、配慮が必要なこどもや
その家庭への支援の需要は増加してい
る。要配慮児童等への支援の現状と課
題、今後の方針等について問う。

１
将来を見据え
たまちづくり
について

１０

木山　耕治

（６月９日）

一括

２

こどもが自分
らしく生きら
れる環境づく
りについて

９

杉本　啓子

（６月９日）

一問一答

6



要旨 または 小項目及び要旨中項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目

１
高齢者の方々
への支援につ
いて

(1)
犯罪に巻き込まれないための支援
について

・高齢者を狙った特殊詐欺犯罪等が増え
ている。本市における対策について問
う。

(1)
５歳児健診の必要性についての本
市の認識について

・３歳までに発達障がいの有無を判断す
ることは難しいとされる。こども家庭庁
が、５歳児健診についての取組を強化し
たことに対しての本市の見解を問う。

(2) 今後の方向性について
・今後、どのように取り組んでいくのか
を問う。

(1)
前半に実施した中学校においての
状況について

・市立中学校全13校の給食が完全実施さ
れた。前半の実施校における状況や課題
を問う。

(2)
後半の実施校を含む今後の取組に
ついて

・前半の実施校における課題を後半の実
施に向けてどのように生かしたか。ま
た、喫食率の向上への取組や配膳時間を
含む給食時間の短さへの改善等を問う。

(1)
通学区域における特認地域の現状
について

・特認地域を設けた理由と、当初の目的
が達成されているのかを問う。

(2)
通学区域における特認地域の今後
について

・課題解決のための今後の方針について
問う。

２

茅ヶ崎市小・
中学校で使用
されているタ
ブレット端末
について

(1)
更新時期を迎えるタブレット端末
の今後の利活用について

・タブレット端末のさらなる利活用につ
いて問う。

(1) 現況把握について
・市北部地域における資材置場等用地の
現況及び把握の必要性について問う。

(2) 市の課題認識について
・資材置場等の用地が地域の景観や市民
生活に及ぼすさまざまな影響・課題等に
関する市の認識と対応について問う。

(3)
設置規制条例制定等の対応につい
て

・資材置場等の設置規制または適正管理
を目的とした条例制定の必要性等につい
て問う。

(1) 斎場の運営状況について
・施設の利用状況や設備の稼働状況等に
ついて問う。

(2)
運営上の課題と今後の対処策につ
いて

・設備の保全・更改計画の進捗状況や稼
働日数拡大、ＤＸ対応等の諸課題に関す
る現状とその対処策について問う。

(1) 災害に強い地域づくりについて
・自治会加入率等について問う。
・災害に強い地域づくりを実現するため
の市の政策を問う。

(2) 地域防災訓練について
・地域防災訓練の現状と展開について問
う。

１２

水本　定弘

（６月１０日）

一括

１

１１

滝口　友美

（６月９日）

一括

市北部地域で
急増する資材
置場等用地に
ついて

茅ヶ崎市斎場
について

茅ヶ崎市立
小・中学校通
学区域におけ
る特認地域の
考え方につい
て

１４

新倉　真二

（６月１０日）

一括

１

１３

藤本　恵祐

（６月１０日）

一括

防災対策につ
いて

１

２
５歳児健診に
ついて

３
中学校給食に
ついて

２
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要旨 または 小項目及び要旨中項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目

１
障がいのある
方の暮らしに
ついて

(1) 社会参加の在り方について

・障がいのある方がこれから茅ヶ崎で暮
らすに当たり、働くことが望ましいと考
えるが、さまざまな事情で働くことがで
きない場合、どのような形で社会参加を
考えるのか、本市の見解を問う。

２
北茅ケ崎駅周
辺について

(1)
北茅ケ崎駅バリアフリー化の進捗
状況について

・令和６年度の「相模線複線化等促進期
成同盟会」の要望活動を踏まえ、北茅ケ
崎駅バリアフリー化への課題や進捗状況
について本市の見解を問う。

３
自転車の有効
活用について

(1) 安全な自転車環境について

・自転車の道路交通法違反に対する厳罰
化が始まっている。本市の自転車関連の
事故件数は近年横ばいとなっている中、
市民が道路交通法を違反しないようにど
のように取り組むのか、本市の見解を問
う。

１５

清野　匡志

（６月１０日）

一括

8



要旨 または 小項目及び要旨中項目
質問順番・氏名

(質問日・質問方式)
大項目

(1)
サザンビーチちがさき等の観光資
源の整備について

・道の駅には、市内誘導等、ゲートウェ
イとしての役割があり、市内観光スポッ
トの整備は重要なポイントとなる。特に
サザンビーチちがさきの整備について
は、通年の賑わい創出も視野に入れてい
る点を踏まえ、しっかりとした整備が必
要であると考えるが、市の見解を問う。

(2)
時代のニーズに合わせた海の家の
経営と育成について

・伝統ある海の家の経営については、近
年の気象状況や利用者のニーズなどに合
わせた形態に変化させていくことも求め
られているが、その必要性と取組に対す
る市の見解を問う。

(3)
市内観光資源の見直しと仕掛けに
ついて

・市内には歴史的な神社仏閣や郡衙、伽
藍のほか、さまざまな作家や俳優が残し
た痕跡がある。それらを観光資源として
有効に利用した取組を積極的に発信する
ことにより、まちの魅力向上や新たな観
光スポットの創出につながる可能性があ
ると考えるが、市の取組と見解を問う。

(4) 食による差別化の推進について

・水産物や農産物のブランド化の取組と
併せ、新たな発信を積極的に展開するこ
とについて、費用対効果なども踏まえた
市の見解を問う。

(1)
市内での各祭りやイベントとのコ
ラボレーション及び発信について

・道の駅の情報発信基地としての機能に
ついて、市内の各種イベントや祭りなど
を利用したフェアの開催など、地域に密
着した取組も重要と考えるが、市の見解
を問う。

(2)
各種経済団体や協会とのコラボ
レーションについて

・市内にはさまざまな協会や組合、商店
会等が存在している。道の駅で各団体の
個別の取組やアイデアを生かしたイベン
トを開催することで、来訪者も市民も楽
しめる経営につながると考えるが、市の
見解を問う。

(1)
避難計画や避難所の在り方につい
て

・新たなハザードマップの公表により、
既存の避難計画や災害対応の内容を改定
する必要があると考えるが、市の見解を
問う。

(2) 国道の整備による強靱化について
・国道134号の標高差も踏まえ、浸水地域
拡大対策についての市の見解を問う。

道の駅オープ
ンに伴う市内
観光資源の整
備・発展等に
ついて

３

ハザードマッ
プの更新に伴
う既存計画の
変更について

１６

柾木　太郎

（６月１０日）

一括

１

２
市民が楽しめ
る道の駅の運
営について
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